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概     要 

 

寄生動物部における研究活動は専門性と継続性の重視と社会

還元を基調とし、原虫・蠕虫類に係る疫学、生理学、生化学、分

子生物学ならびに、これらに起因する疾病の予防と診断に関する

研究を行っている。研究事業としては、所内関連部の協力を得つ

つ「食生活と環境の変化に伴う寄生虫・原虫症の対策と監視強化

に関する研究」を継続している。 

本年度は、原虫類としてミクロスポリジア、クリプトスポリジ

ウム、ジアルジア、自由生活性アメーバ類、赤痢アメーバ、マラ

リア、蠕虫類として多包条虫（エキノコックス）、アライグマ回虫、

広東住血線虫、肺吸虫、アニサキス等々が研究・検査の対象とな

っており、近年の寄生虫症の多様化傾向が顕著に現れている。一

方、研究手法としては全ての分野において分子生物学的手法が導

入されている。寄生虫学研究にあって研究対象、研究手法の変遷

ぶりには今昔の感がある。 

わが国におけるエキノコックス対策の一環として、厚労省科学

研究助成による『動物由来寄生虫症の流行地拡大防止対策に関す

る研究』が実施されているが、当該部では飼い主の転居等により

北海道から他都府県へ移動するイヌを対象に感染実態調査を実施

している。また、動物展示施設あるいは、野生化・定着した地域

におけるアライグマ回虫症の感染予防対策にも力を注いだ。昨年

度、首都圏を流れる河川に生息する汽水性のカニに高率に大平肺

吸虫の幼虫（メタセルカリア）が寄生していることを報告したが、

その寄生率は周年を通じて 30%前後と一定していた。近年、都市

部を流れる河川は憩いの場として復権しつつあり、不慮の感染事

故を防ぐ観点から本種の人への感染性について検討する必要があ

るものと考えている。その他、昨年に引き続き、吸虫類の中間宿

主貝の殺貝試験が行われている。赤痢アメーバ症は感染症法のも

とで患者の全数把握が義務化されているが、年間の届け出数がお

よそ500例ほどで推移している。当該部では赤痢アメーバの代謝

経路の研究から原虫に特有の酵素系を標的とした創薬研究を続け

ている。また、赤痢アメーバではその旺盛な貪食能が病原性との

関連で議論されており、当部では貪食に係る膜輸送（cytosis）に

ついて分子レベルでの機能解析を進めている。昨年度から導入し

たミクロスポリジア研究では検査法開発、疫学調査、流行株の収

集を行なうと共に、網羅的な蛋白解析、遺伝子情報の収集に努め

ている。クリプトスポリジウム等の耐塩素性原虫類による水道水

汚染問題は、（１）各種排水による河川等の汚染負荷の増大、（２）

水の再利用の加速、それに伴う（３）水の再生循環に要する時間

の短縮、という諸要因が背景にある。わが国の立地条件および都

市構造から判断すれば、今後ともこれらの汚染リスクの増大が懸

念される。当該部ではこれら原虫類の活性評価法開発と各種消毒

処理による不活化の効果判定および、クリプトスポリジウム／ジ

アルジアの特異遺伝子解析と遺伝子情報の拡充に努め、分子疫学

研究への基礎資料としてきた。自由生活性アメーバは環境水中に

おけるレジオネラの宿主であることが判明したことで多方面から

の研究の必要性が増しているが、それ自体の病原性が問題となる

アメーバ種に対して改めて注目し、わが国の入浴施設等における

汚染の実態調査、分離株の病原性について検討を行った。 

本年度は人事面での移動はなく、現在は当部職員が10名、こ

れに研究臨時職員４名、客員研究員、協力研究員および流動研究

員22名、実習生1名の協力を得て運営されている。限られた陣容

で多様化する原虫・蠕虫問題に対峙せざるを得ず、効率化を迫ら

れる日々である。 
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研 究 業 績 

 

 

Ⅰ. 疫 学 

 

1. 微胞子虫（Microsporidia）の感染、診断、疫学、予防に関する

研究 

 

微胞子虫（Microsporidia）は細胞内で発育・増殖する微小な病

原性寄生虫で、およそ150属1000種からなる。感染宿主も昆虫・

魚類・爬虫類・哺乳類等に及ぶ。ヒトに感染する微胞子虫は７属

（ Enterocytozoon 、 Encephalitozoon 、 Pleistophora 、

Trachipleistophora、Vittaforma、Brachiola、Nosema）が知られて

いる。このうち、わが国で存在が確認され、流行の定着・拡大が

懸念されている微胞子虫は Encephalitozoon  cuniculi である。

今のところ動物での流行が問題となっているが、新興病原体・

人獣共通感染性病原体であり、また播種性疾患であることから、

ヒトへの健康影響を含めた疫学調査研究が緊急の課題となって

きている。そこで、Encephalitozoon を中心としたヒトに感染性の

微胞子虫に関する検査法の開発・確立、流行株の集積と分子生

物学的解析、疫学調査、流行対策などを柱とする総合的な研究

を 2003 年度から開始している。また、腸管寄生性微胞子虫

（Enterocytozoon bieneusi、Encephalitozoon intestinalis など）流行

株の遺伝子データの集積などを主な目的に、本虫の臨床原虫

学的研究が進んでいるマレーシア国ケバングサーン大学と共

同研究に向けての基礎的検討を行っている。 

[古屋宏二、八木田健司、朝倉登喜子] 

 

 

2.  動物における Encephalitozoon 感染の血清疫学  

 

わが国の動物におけるEncephalitozoon感染の疫学研究の一

環として、関東地方におけるイヌの Encephalitozoon 感染の血清

疫学的調査を行った。供試血清は 2003 年に関東地方のフィラリ

ア検診時に収集したイヌ血清 159 検体であった。これらの検体

（200倍希釈血清）について、先ず、精製E. cuniculi胞子から抽出

した可溶性抗原―ELISA 法を用いてスクリーニングし、ELISA 値

0.5 以上を示す９検体を選別した。ELISA 結果は 0.5 以下の検体

150 例、0.5―1.0 の検体８例、1.0 以上の検体１例であった。これ

らの ELISA 値が高めな９検体について、次に、感染細胞を用い

た in situ EIA 法により Encephalitozoon 胞子抗体の測定を行った。

その結果、胞子に対する抗体反応性が 50 倍希釈でも認められ

ず、最終的に９検体全例を陰性と判定した。 

今回の調査結果は、血清 159 検体と少ないものの、関東地方

の健康なイヌの Encephalitozoon 感染の流行状況を反映したも

のと考えられ、最近のノルウエー、スイスでの調査研究報告と

同様、健康犬には Encephalitozoon 胞子抗体保有犬を確認でき

なかったことを示すものである。今後、神経症状を有するイヌ、

encephalitozoonosis を疑うイヌを対象にした調査が行われる必

要があると考えられた。 

[佐々木志朗（日獣大）、朝倉登喜子、古屋宏二] 

 

 

3.  クリプトスポリジウム症の地域集団発生事例  

 

2002 年 4 月北海道において、室蘭保健所管内（胆振支庁）の

宿泊施設を利用した札幌市の専門学校生300名のうち170名に

クリプトスポリジウム感染による集団下痢症が発生した（札幌市

保健衛生部）。北海道保健福祉部保健予防課が中心となって行

った原因究明のための調査と検便で、同時期に当該宿泊施設を

利用した江別市の大学生にも下痢症状（153 名中 8 名）を訴える

者がいることが分かり、宿泊施設の従業員を含めた検便を実施

した。その結果、検便が可能であった江別市大学生3名のうち2

名、当該施設従業員 350 名のうち 28 名の便からクリプトスポリ

ジウム・オーシストを検出。札幌市専門学校生有症者からの分

離オーシストを含めて、ポリスレオニン遺伝子、COWP 遺伝子を

標的にした PCR－RFLP 解析及び塩基配列の決定を行い、3 地

域の有症者を C parvum genotype１（ヒト型）の感染と判定。感染

源と感染経路は特定できなかったが、宿泊施設を起点にしたヒ

ト型C. parvum による広域のクリプトスポリジウム症集団発生の

事例と判断された。 

同年6月に千葉県でもクリプトスポリジウム感染による集団下

痢症が発生した。北海道に修学旅行した高校生 303 名のうち、

牧場で農業体験した 9 名中 8 名が下痢症を発生、検便で５名か

らクリプトスポリジウム・オーシストを検出。ポリスレオニン遺伝

子、COWP 遺伝子を標的にした PCR－RFLP 解析から有症者を

C. parvum genotype2（ウシ型）の感染と判定。感染源と感染経路

は特定には至らなかったが、牧場体験と密接なウシ型 C.

parvum によるクリプトスポリジウム症集団発生事例と判断され

た。 

いずれの事例も研修旅行、修学旅行、地域特性などをキーワ

ードとする新たなタイプのクリプトスポリジウム症集団発生の事

例と考えられた。 

[八木欣平（北海道衛研）、福嶋得忍（千葉衛研）、古屋宏二] 

 

 

4. レジオネラの宿主アメーバに関する研究   

 

1) 浴槽モデルを用いたアメーバ汚染のモニタリング 

循環式浴槽の微生物汚染防止対策を考案する目的で、前年

度に引続き、循環浴槽実験プラントを用いて宿主アメーバなら
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びにレジオネラ等細菌類による汚染のモニタリングを行った。本

年度は塩素、紫外線等の消毒効果の試験を行い、ろ過装置内

の加熱操作（67℃、10分間、1回/日）、またろ過装置内の塩素に

よる逆洗浄操作（5mg/L、5 分間、1 回/日）を行う条件では、アメ

ーバ数の上昇は認められず、試験中は低値を持続した。その結

果、レジオネラ菌数も比較的低値で推移した。バイオフィルム量

としてはろ過装置内のろ材中に多量に蓄積されることから、ろ過

装置を直接的に消毒する方法がアメーバの低減に効果を示し

たものと考えられた。 

[八木田健司、下河原理江子、杉山寛治（静岡県衛生研究所）、

遠藤 卓郎] 

 

2) レジオネラ症集団発生事例に関連した宿主アメーバ調査 

国内で発生した客船レジオネラ症集団発生事例に関し、感染

源調査の一環として宿主アメーバの調査を行った。感染源と推

定された入浴施設に、附設のろ過装置内より採取されたろ材を

試料として、その表面に付着するバイオフィルムを回収しアメー

バの分離を行った。しかしながら、ろ材回収前に消毒作業が行

われていたことから、アメーバ検出には至らなかった。原因究

明には現場保全がきわめて重要で、保全の義務付けに関して

行政的な対応を図るべきものと考える。 

[八木田健司、倉 文明（細菌第一部）] 

 

 

5.  北海道から移動するイヌの多包条虫感染実態調査 

 

ヒトの多包虫症は多包条虫の幼虫寄生によって引き起こされ

る人獣共通寄生虫症である。わが国における常在地は現在の

ところ北海道であり、それ以外の都府県におけるヒト多包虫症も、

少数の原発疑い例を除いて、ほとんどが北海道に関連する症

例である。このため終宿主の移動もしくは人為的移入を介して

多包条虫が北海道外へ伝播されることが懸念されている。そこ

で我々は、北海道から他都府県へ移動するイヌに注目し、2003

年 9 月より北海道から飼い主の観光や転居によって移動するイ

ヌの多包条虫感染状況に関する調査を開始した。2003年度末ま

でに 102 検体の検査を行い、そのうち 2 検体の抗原陽性例を検

出した。陽性2 例の本来の飼育地は、それぞれ北海道および他

都府県の各1 例であった。 

［森嶋康之・杉山 広・荒川京子・川中正憲］ 

 

 

6. 広東住血線虫症の疫学と予防に関する研究 

 

1) 沖縄県での血清疫学的調査 

沖縄県では1999年12月～2000年6月までの4ヶ月の間に、

症状は軽微ながら感染源が特定されない 10 例もの広東住血線

虫(Ac)感染事例が続発した。このことは沖縄県でのAcの感染様

式に何らかの変化が現われてきた可能性があり調査が必要と

なった。本年度は粗抗原を用いた ELISA 法により血清疫学的調

査を実施した。検査対象とした一般住民の血清は 1139 本であり、

これらは 10 市町村11 箇所の地区において各地区につき約100

名の住民から市町村を通じてインフォームドコンセントの手続き

を経た後に提供された。これらの被験血清について Ac 粗抗原

によるELISAを実施した。予め既知の陰性血清群のELISAの値

を求めてカットオフ値を設定したが、それを超えて陽性を示した

「ELISA 陽性」の被験血清は、全体の 7.7%に上った。大きく３地域

に分けて地域別に「ELISA 陽性率」の高い順に見てみると、沖縄

本島南部が 3.7～13.4%（平均 10.1%）、離島が 3.1～20.0%（平均

7.5%）、本島北部が 0～9.2%（平均 6.6%）であった。更に特異的な

Ac 抗原によって検討している。 

[川中正憲、荒川京子、杉山広、森嶋康之、安里龍二（沖縄衛環

研）] 

 

 

7. アライグマ回虫による幼虫移行症の発生予防と監視 

 

1) 動物展示施設におけるアライグマ回虫症の感染予防対策に

ついて 

動物展示施設は、レクリエーションの場であると共に、教育、

調査・研究、種の保存等といった大切な使命を担っており、今日

の社会において欠かせない存在となっている。しかしながら、

動物展示施設の特殊性から、通常、ヒトと触れあうことのない野

生動物等が飼育係等の従事者や来園者と直接的・間接的に接

触する可能性がある。アライグマ回虫はヒトに感染すると致死

的な神経障害を惹起しうるが、動物展示施設においてアライグ

マの本種寄生例が少なからず確認されている。これらの陽性動

物展示施設に対して、昨年度に策定した「アライグマに寄生する

アライグマ回虫の検査等のガイドライン」に基づく検査と対策を

継続している。 

[川中正憲、荒川京子、杉山 広、森嶋康之] 

 

2) 野生化アライグマの糞便内虫卵検査 

野生化アライグマによるアライグマ回虫幼虫移行症の発生予

防と監視の為に、捕獲個体の糞便内虫卵検査を継続実施してい

る。検査には神奈川県はアライグマ駆除業者、自治体から、ま

た愛知県は開業獣医師から、直接送付された糞便を用いた。平

成 15 年度の検査件数を県別に挙げると、神奈川県(112)、愛知

県(7)であった。現在までのところ、これらの糞便からはアライグ

マ回虫卵は検出されていない。 

[荒川京子、杉山 広、森嶋康之、川中正憲] 
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8. 東京都における肺吸虫の発生分布に関する研究:大平肺

吸虫メタセルカリアの寄生状況の季節消長 

 

東京都内を流れる荒川のクロベンケイガニに、大平肺吸虫の

メタセルカリアが寄生することは既に報告した。今年度はメタセ

ルカリアの寄生状況の季節消長を調べた。調査地には冬季でも

カニ採集が比較的容易であった西葛西地区（江戸川区）を選ん

だ。その結果、クロベンケイガニでの寄生率は 7 月：25％、8 月：

29％、12月：29％、2月：32％と、夏季と冬季とでほとんど差異が

ないことが判明した。 

［杉山 広、森嶋康之、荒川京子、川中正憲］ 

 

 

Ⅱ. 分 類 

 

1. Naegleria 属アメーバの多様性 

 

温水環境中に生息するアメーバの Naegleria fowleri は原発性

アメーバ性髄膜脳炎を引き起こすことから、温水環境中に存在

する Naegleria 属アメーバの迅速検出法の検討を行なっている。

これまでの研究では ITS1/2 領域の PCR-RFLP を行い、上述の

N. fowleri、N. lovaniensis、N. australiensisに特化した型別を検討し

てきた。本年度では ITS1/2領域ならびに18S rRNA遺伝子の塩

基配列決定を行い、Naegleria属アメーバの多様性について検討

を行なった。その結果、N. lovaniensis、N. australiensis、N. 

tihangensis、N. philippinensis、N. endoi、N. clarki、N. Jamiesoni、N. 

mexicana の ITS1/2 領域と相同の配列を有する株が分離された。

また、N. italica、N. laresi、N. andersoni と高い相同性を有する株

の存在を確認した。一方、本属アメーバにおいては18S rRNAの

配列に多様性が見られ、N. fowleri ではわが国の患者分離株と

基準株NF66 株との間に 2 塩基の差異が認められた。また、フィ

リピンの臨床分離株である N. philippinensis は 18S rRNA 遺伝子

内にイントロンを有するのに対して、わが国の分離株はイントロ

ンを欠いていた。今後の Naegleria 属アメーバの研究は病原性

因子の探求が重要性を増すものと考える。本研究は、厚生労働

科学研究費補助金健康科学総合研究事業「温泉・公衆浴場、そ

の他の温水環境におけるアメーバ性髄膜脳炎の病原体

Naegleria fowleri の疫学と病原性発現に関する研究」（H13-生活

-042）の一部として行われたもので、多数の協力研究者の協力

を得て行なわれた。 

[泉山信司、朝倉登喜子、下河原理江子、八木田健司] 

 

 

2. 分子生物学的手法による肺吸虫種の同定・鑑別  

 

1) マルチプレックス PCR による本邦産人体寄生性肺吸虫のメ

タセルカリアでの種鑑別 

  我が国には人体寄生性肺吸虫として、ウェステルマン肺吸虫

（以下、ウ肺吸虫）と宮崎肺吸虫の 2 種が分布している。カニに

寄生するメタセルカリアが感染源となるが、メタセルカリアの形

態は両種で相互に酷似するため、鑑別は容易ではない。そこで

両種の ITS-2 領域に認める配列の差異を利用して、同定・鑑別

に関する検討を行った。ITS2領域内の異なる部位にウ肺吸虫あ

るいは宮崎肺吸虫に特異的なプライマーを設計し、これと吸虫

類の ITS2 領域に共通のプライマーセットを共存させて PCR（マ

ルチプレックス PCR）を行った。その結果、ウ肺吸虫では 140bp

と520bp、宮崎肺吸虫では300bpと520bp、更に大平肺吸虫では

520bp の産物が増幅された。今回開発したマルチプレックス

PCR により、肺吸虫類の同定（520bp）と、ウ肺吸虫（140bp）か宮

崎肺吸虫（300bp）かの鑑別が、１本のチューブでの反応で行い

得ることが明らかになった。 

[杉山 広、森嶋康之、川中正憲、亀岡洋祐（遺伝子資源）] 

 

2) メタセルカリアでのタイ産ヒロクチ肺吸虫の同定 

タイには 6 種類の肺吸虫が分布するが、ヒトへの感染が証明

されているのはヒロクチ肺吸虫 Paragonimus heterotremus だけ

である。本虫のITS2領域の配列を基にして本種に特異的なプラ

イマーを設計し、このプライマーとタイで得た各種肺吸虫（ヒロク

チの他に、ウェステルマン、ハリナスタ、タイの 4 種）のメタセル

カリア由来 DNA をそれぞれ用いて、PCR を行った。その結果、

ヒロクチ肺吸虫DNA のみで予想サイズの PCR 産物が得られた。

カニからの検出過程で脱嚢してしまったメタセルカリアは、感染

力を保持しているにもかかわらず、形態での種の決定が極めて

困難であったが、本法で迅速・正確に種鑑別ができた。本法は、

タイでの人体寄生性肺吸虫（症）の疫学調査において有効なツ

ールになると考えられた。 

[杉山 広、森嶋康之、川中正憲、亀岡洋祐（遺伝子資源）、アチ

ャリア・ラングジルジ、パンシン・ケツダット（スリナカリンウイロ

ート大学・タイ国）] 

 

 

Ⅲ. 生理・生化学・分子生物学 

 

1. クリプトスポリジウム等消化管寄生性原虫類に関する研究   

 

1) HIV 感染者におけるクリプトスポリジウム症の遺伝子型解析  

国内におけるクリプトスポリジウム症例の遺伝子型は、C.

parvum ヒト型が最も多く（約 63％）、これまで調べた HIV 感染者

はすべて（10 例）ヒト型という特色がある。本年度、都内および

近郊の病院より HIV 感染者のクリプトスポリジウム症例が相次

ぎ、集団発生の可能性が考えられた。C. parvum ヒト型はポリス

レオニン領域の塩基配列解析から４つのサブタイプに分類され、
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HIV 感染者はすべて同一のサブタイプを示した。非 HIV 感染者

はそれ以外の 3 タイプに属した。また、一部の男性同性愛者間

ではSTDとしてクリプト症が広がっている可能性が示唆された。 

[八木田健司、泉山信司、朝倉登喜子、菊池 嘉（国立国際医療

センターエイズ治療研究開発センター）、増田剛太（都立北療育

医療センター）、相楽裕子（横浜市立市民病院感染症部）] 

 

2) 旅行者下痢としてのジアルジア症の遺伝子型解析 

ジアルジア症は国内での集団感染例はないが、散発的な発

生はこの数年間およそ 100 例/年のレベルにある。その多くは

旅行者下痢症と考えられ、国内へのジアルジアの流入が続い

ていると想定される。これに関連して本年度、アフリカ、東アジ

ア、東南アジア諸国に派遣された海外青年協力隊より検出され

たジアルジアの遺伝子型解析を行った。ヒト感染性の遺伝子型

としては、ヒトを含めた哺乳類に広く感染性を有する Assemblage 

A1 および B とヒトのみに感染するＡ2 があるが、現在まで調べ

た材料はすべて A1 に限られていた。 

[八木田健司、泉山信司、朝倉登喜子、朝日博子、東京都予防衛

生協会] 

 

 

2. 病原性関連タンパクの探索を目指した Naegle ia 属アメーバ

総タンパクのウエスタンブロット 

 

1) Naegleria fowleri のモノクローナル抗体と総タンパクとの反

応性 

Naegleria fowleri の病原性追跡あるいは、診断法の確立のた

めに必須となるモノクローナル抗体の作成を進めている。得ら

れた 11 系統のクローンについて、アメーバ虫体との反応性お

よび反応タンパクの特定を試みた。７種のうちの1種（アイソタイ

プ IgMκ）は N. owleri に対して特異的な反応パターンを示し、

市販のモノクローナル抗体の示すパターンとは異なっていた。

タンパクの特定のために２D-PAGE を用いた解析では複数の

spot に反応したため、さらに糖鎖に対する反応性を検討し抗体

の特徴の詳細を分析中である。 

[下河原理江子、小村麻子、中村 健（北里大・寄生虫学）、泉山

信司、八木田健司] 

 

2） 抗回虫アクチンポリクローナル抗体を用いたNaegleria 総タ

ンパクとの反応性 

Naegleria fowleri ならびに N. lovaniensis の生化学的特徴をプ

ロテオーム解析し病原性特異性を明らかにする目的で、アメー

バの総タンパクの 2D-PAGE を進めているが、各タンパクスポッ

トの性質を明らかにしてゆく研究の一環として、各種抗体による

性質を検討した。抗回虫アクチン抗体は、42KD の総タンパクの

約７％を占めるスポットと反応し、２D-PAGEの分離タンパクの１

つを特定することができた。さらに弱いながら反応するスポット

を 3 種認め、アクチン関連タンパクとして解析を進めている。一

方、抗-αチューブリン抗体ならびにアメーバプロテウスのアク

チンに特異性を示すモノクローナル抗体では反応が認められな

かった。 

[下河原理江子、小村麻子、中村 健（北里大・寄生虫学）、泉山

信司、八木田健司] 

 

 

3. GenomiPhi による Cryptosporidium の鋳型DNA の増幅 

 

Cryptosporidium 等耐塩素性微生物は水系集団感染を引き起

こすことから問題となっている。実用的な Cryptosporidium の試

験管培養系は確立されておらず、集められる試料には限りがあ

り、DNAの精製回収効率も高くないことから、分子疫学的解析等

に用いる試料を増やす何らかの方法が求められていた。本研

究ではランダムプライマーとファージ DNA ポリメラーゼを応用し

た GenomiPhi（AmershamPharmacia）による非特異的な DNA 増

幅を Cryptosporidium に適用したところ、得られた増幅産物を鋳

型とした PCR が可能であることを確認した。元々の試料の純度

が低い、あるいはコピー数が十分ではなかった場合では増幅

産物からの PCR は成功しなかったが、限られた試料を有効に

活用する方法として改良に努めている。 

[田栗利紹（長崎県衛生公害研究所）、泉山信司、朝倉登喜子、

八木田健司] 

 

 

4. Eimeria オーシストの紫外線耐性 

  

当該研究では、紫外線による耐塩素性微生物対策の有用性

に つ い て 検討し て い る 。 す で に 、 Giardia 嚢子お よ び 、

Cryptosporidium 嚢子は紫外線への感受性が高く、極めて低線

量で不活化され、光/暗回復が確認できないことが示されている。

これは、むしろ例外的と考えられることから、今年度はクリプトス

ポリジウムと分類学的の胞子虫類のオーシストを用いて紫外線

感受性を検討した。本研究では鳥類の胞子虫であるEimeria

acervlina を用いて評価を行った。紫外線照射したE.  acervulina 

の嚢子を用いてトリへの感染実験を行った。投与嚢子数と排出

嚢子数の関係を表す検量線を作成し、紫外線照射後の嚢子を

投与したトリから一定期間に排出されるオーシスト数より消毒の

効果を評価した。その結果、8mJ/cm2 の照射で 2-log程度の嚢

子の不活化効果が得られた。すなわち、Eimeria においては、

2-logの嚢子を不活化するのに必要な線量はCryptosporidium、

Giardiaの 8 倍に相当し、微生物の不活化手段としての紫外線の

照射線量の検討には慎重を期す必要があることが指摘された。 

[泉山信司、笹井和美（大阪府立大学）、八木田健司] 
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5. 2D-PAGE及びウェスタンブロットによるNaegleria fowleri総タ

ンパク質の解析    

 

前年度に引続き、自由生活性アメーバで強い病原性を持つ N.

fowleri について、2D-PAGE 解析、N 末端アミノ酸配列解析を行

い、数種の抗体を用いて Western blot による 2D-PAGE スポット

パターンの解析を行った。さらに N 末端ブロックのタンパク質に

ついて中間配列の解析方法を検討した。また、これまでに得ら

れた情報をもとに N. fowleri の 2D-PAGE マップを作成し、データ

ベース構築を試みた。ちなみに、今年度までに 56 個のスポット

についてＮ末端アミノ酸配列解析を行い、その内 30 個について

20残基前後のN末端アミノ酸配列が得られた。さらに10個のス

ポットについて中間アミノ酸配列解析を完了した。 

[小村麻子、八木田健司、泉山信司、下河原理江子、山河芳夫

(細胞化学)] 

 

 

6.  真菌類より抽出された抗ネグレリア物質 

 

 Naegleria fowleri等の病原性アメーバに対する真菌類由来の抗

アメーバ物質の検索を行った。有効性評価には一般的に薬剤感

受性試験に用いられるペーパーディスク法を応用し、Naegleria 

lovaniensis あるいはAcanthamoeba castellanii  を一定密度で増

殖させた大腸菌塗布寒天培地上に試料を含むディスクをのせ、

形成される阻止円の大きさを調べた。検索の結果、８００試料中

２試料に有効性が認められ、N. lovaniensis の方が高い感受性を

示した。そのうちの F1557 株からの抽出物に関しては、in vitro

試験で N. lovaniensis に対する細胞膨化とそれに続く崩壊という

細胞障害性が確認された。現在、その物質の分子構造等を詳細

に解析している。 

[長谷川 賢、 東岸和明（玉川大農学部）、八木田健司] 

 

 

7. 原虫における含硫アミノ酸合成・分解経路の解析 

 

1) 赤痢アメーバ含硫アミノ酸分解酵素メチオニンガンマリアー

ゼの機能解析及び創薬 

宿主哺乳動物に存在せず、原虫にだけ選択的に存在してい

る代謝経路及び酵素は創薬の合理的標的である。我々は赤痢

アメーバの含硫アミノ酸の分解において中心的な役割を果たす

メチオニンガンマリアーゼの解析を継続して行った。メチオニン

ガンマリアーゼはメチオニン、ホモシステイン、システインを分

解する一部の嫌気性細菌と原虫だけに存在する酵素である。メ

チオニンアナログトリフルオロメチオニンは原虫に取り込まれ、

代謝され原虫を殺滅することが示された。メチオニンガンマリア

ーゼ特異的阻害剤プロパジルグリシンによりトリフルオロメチオ

ニンの効果は失われたことよりトリフルオロメチオニンの標的が

メチオニンガンマリアーゼであることが確認された。トリフルオ

ロメチオニンはほ乳動物培養細胞に対しての毒性を示さなかっ

た。準備的動物感染実験によるとトリフルオロメチオニンはアメ

ーバ性肝膿瘍の治療に優れた効果を示した。 

[小林正規（慶応大学医学部熱帯医学寄生虫学教室）、浅井隆志

（同）、竹内勤（同）、所正治（金沢大学医学部寄生虫学教室）、野

崎智義] 

 

2) 赤痢アメーバのセリン生合成経路の解析 

寄生原虫は一般に単純化された生合成経路をもつが、赤痢

アメーバはその中でも例外的に比較的自己充足的なアミノ酸合

成経路をもっている。上述の含硫アミノ酸の生合成はそのもっと

もよい一例である。我々は含硫アミノ酸生合経路の調節機構を

明らかにすることを目的として、上流に存在するセリン代謝経路

を解明することを目指した。赤痢アメーバにはリン酸化並び非リ

ン酸化セリン代謝経路と呼ばれる２つの独立した経路が存在す

る。本年度は昨年度の遺伝子同定に次ぎ、リン酸化セリン代謝

経路のグリセリン酸リン酸デヒドロゲナーゼ(PGDH)について酵

素学的解明を行った。赤痢アメーバの PGDH はバクテオリデス

から水平転移によって遺伝子を獲得したと考えられた。赤痢アメ

ーバの PGDH の酵素学的性状から、非リン酸化セリン代謝経路

がセリンの分解と糖新生に機能するのに対して、本経路はセリ

ンの生合成の方向に機能していることが示された。従って、セリ

ン代謝経路はいずれも下流のシステイン生合成経路の基質濃

度を調節する重要な役割を果たすと考えられた。 

[Vahab Ali、橋本哲男（筑波大学）、繁田泰男、野崎智義] 

 

 

8. 原虫における鉄硫黄タンパク質生合成の解析 

 

鉄硫黄クラスターを活性中心とする鉄硫黄タンパク質は電子

伝達・窒素同化・光合成など様々な役割を果たすし、すべての

細胞にとって必須である。嫌気性原虫赤痢アメーバにおいては

フェレドキシン、フェレドキシン・ピルビン酸フェレドキシン酸化還

元酵素などが鉄硫黄タンパク質と嫌気的電子伝達において重要

な役割を果たす。赤痢アメーバにおける鉄硫黄クラスター生合

成は Nif と呼ばれるもっとも単純な系で行われる。システインか

ら硫黄原子を遊離させる活性をもつ酵素コンポーネント NifS と

遊離した硫黄原子を一時的に捕捉する足場コンポ ーネント

NifUの二つのタンパク質だけで機能することが示された。また、

鉄硫黄クラスター生合成能を欠質した大腸菌株を用いた発現機

能解析により、赤痢アメーバの NifS, NifU は多種生物内で嫌気

的条件下でのみ鉄硫黄クラスター合成を行えることを明らかに

し、赤痢アメーバの嫌気的代謝の理由のひとつが明らかとなっ

た。 
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[Vahab Ali、繁田泰男、徳本梅千代（大阪大学理学系大学院）、高

橋康弘（大阪大学理学系大学院）、野崎智義] 

 

 

9. 赤痢アメーバの貪食の分子機構の解明 

 

1) プロテオーム解析による貪食の網羅的解明 

赤痢アメーバの貪食における分子機構を包括的に理解する

ことを目的として、ファゴソームタンパク質の網羅的プロテオー

ム解析を行った。細胞表面レセプター、加水分解酵素、低分子

量 GTP 結合タンパク質、細胞骨格タンパク質などが時間依存的

に動員されることが明らかとなった。更に、経時的に頻度の変化

する代表的なタンパク質に関して免疫蛍光抗体法によりプロテ

オーム解析の結果を確認した。現在更に分離株間のファゴソー

ムタンパク質のプロファイルの相違を解析している。 

[岡田麻美、Chris Huston (University of Virginia)、Barbara Mann 

(University of Virginia)、野崎智義] 

 

2) 貪食・病原機構に関与する Rab の機能解析 

ア 貪食における EhRab7 アイソタイプの機能解析 

Rab7 はリソソーム及び後期エンドソームで機能する低分子量

GTP 結合タンパク質である。他種生物とは異なり赤痢アメーバ

には８種類のアイソタイプが存在する。赤痢アメーバが単細胞

生物であること、その細胞分化が他の真核生物と比較して単純

であることを考慮すれば、この Rab7 アイソタイプの多様性の生

物学的な意義は興味深い。現在EhRab7A-Hの8つのアイソタイ

プの細胞内局在、貪食、リソソーム酵素の輸送、病原性などへ

の関与に関して、詳細な解析を行っている。 

[中野由美子、津久井久美子、岡田麻美、ぬで島麻衣、徳丸文恵、

繁田泰男、野崎智義] 

 

イ EhRab7A の結合タンパク質の解析 

赤痢アメーバ EhRab7A は貪食胞に消化酵素を運搬するのに

重要な Rab タンパク質である。微生物や宿主細胞の貪食と分解

に必須な Rab の機能調節機構を理解することを目的として、

EhRab7A に結合するタンパク質をアフィニティ精製し、タンパク

質を同定した。これは哺乳動物と酵母でレトロマーと呼ばれる複

合体であった。この複合体は他種生物では５つのコンポーネン

トからなるが赤痢アメーバではそのうち３つの分子しか同定さ

れなかった。また、Rab7A との結合も他種生物では例がなかっ

た。現在、細胞内局在、機能を詳細に解析している。 

[津久井久美子、中野由美子、岡田麻美、徳丸文恵、繁田泰男、

野崎智義] 

 

ウ 貪食の分子機構の可視化 

赤痢アメーバにおける貪食の過程、ファゴソームの成熟過程

の分子機構を詳細に明らかにすることを長期的目的とした研究

を行った。高感度・高解像度生細胞観察システムを用いて、生き

た赤痢アメーバ細胞の貪食と貪食後の分解の過程をリアルタイ

ムで解析できるシステムを構築した。様々なオルガネラマーカ

ーと緑色蛍光タンパク質で標識したRab5, Rab7Aタンパク質を用

いて、貪食後のオルガネラのpHの変化、Rabの動員、加水分解

酵素の輸送などを明らかにしようとしている。本年度は観察シス

テム、観察条件の至適化、貪食胞の酸性化の過程を明らかにし

た。 

[ビスワ ミトラ、津久井久美子、中野由美子、野崎智義] 

 

 

10. リーシュマニア原虫におけるプロスタグランジン生合成の

解析 

 

キネトプラスチド科に属する原虫はトリパノソーマやリーシュ

マニアなどが含まれ、これらの原虫に起因する疾病に関しては、

いずれも安全で有効な治療法が開発されていない。我々はす

でにこれらのプロスタグランジンを合成する能力があることを明

らかにしてきた。本年度はリーシュマニア原虫に関して詳細の

解析を行い、Leishmania major からプロスタグランジン F 合成酵

素遺伝子を単離するとともに、タンパク質の酵素学的同定を行

った。更に、PCR、免疫蛍光抗体法により本酵素が L. major, L. 

donovani, L. infantum などの旧世界リーシュマニアに選択的に存

在することを明らかにした。リーシュマニア原虫の産生するプロ

スタグランジンが宿主の生理と病理を修飾している可能性が示

唆された。 

[Bruno K. Kubata（ケニア医学研究所）、Zakai Kubata （大阪バイ

オサイエンス研究所）、裏出良博（同）、早石修（同）、河津信一郎

（国立国際医療センター）、野崎智義] 

 

 

11. 赤痢アメーバの低分子量 GTP 結合タンパク質の脂質修飾

酵素の同定と解析 

 

赤痢アメーバの Rab の膜への局在に不可欠なカルボキシル

末端部のイソプレニル化の分子機構解析を長期的目的として、

まず、Ras, Rac, Rho などの低分子量GTP 結合タンパク質のファ

ルネシル化酵素を解析した。 

[牧岡朝夫 (慈恵医科大学), 熊谷正広 (同), 野崎智義] 

 

 

12.  SYBR Green I を用いたフローサイトメトリーによるマラリア

血球感染率測定 

  

マラリアのコントロールには臨床分離株における薬剤感受性
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のモニタリングや新規薬剤の開発等が重要であり、これらの目

的には信頼性が高く、かつ簡便迅速な測定法が求められる。そ

のような測定法の 1 つとして、フローサイトメトリーによる感染率

測定が挙げられる。フローサイトメトリーは顕微鏡と良く相関し

た結果が得られることが多くの研究者より報告されているが、利

用される機会は多くない。従来の染色法では高価なUVレーザ

ーが必要であること、バックグラウンドが高いことなどがその障

害となっている。本研究では染色試薬、染色条件、および試料

の保存方法の検討を行い、簡便で信頼性の高い改良法を確立

した。詳細な染色条件の検討から、1mlの 1×SYBR Green I / 

0.85% NaCl - 20mM Tris緩衝液（pH8.8）と 0.5%の血球濃度に希釈

した感染赤血球 16µlを混合し、5 分間室温で静置する方法が良

好であった。試料の固定は、1％Paraformaldehydeを含むAlsever

液を用いる方法が良好で、1 週間以上の保存が可能であった。

全血を用いた場合でも白血球の影響を受けることなく測定が可

能と考えられた。一例として、Chloroquineを用いた薬剤感受性試

験の結果をフローサイトメトリーと顕微鏡計数との間で比較した

ところ、感染赤血球の計数およびIC50の評価において、同等の

結果が得られた。方法は、簡便迅速であること、また原虫の発

育段階に関する情報も同時に得られること等々の利点があり、

薬剤のスクリーニングや薬剤感受性試験等への応用が期待さ

れる。 

[泉山信司、朝日博子] 

 

 

13.  新規GPI アンカー阻害剤の抗マラリア作用 

 

高速スループットスクリーニング法で自然界の物質から見い

出された GPI アンカー阻害効果のある新規構造物の抗マラリア

作用について試験した。In vitro 試験は熱帯熱マラリア原虫を用

いて、新規に標準化した Flow cytometry により評価した。誘導

体 9 種の中で２種が比較的高い増殖抑制効果を示し、50％抑制

濃度が 0.6-1.7 µg／ml であった。ネズミマラリアをた予備的な 

in vivo 試験では、100mg／kg の高い投与量においても治療効

果は得られなかった。マラリア原虫特異的な GPI アンカー阻害

を誘導する薬剤開発のリード化合物として注目される。 

[朝日博子、泉山信司] 

 

 

Ⅳ. 検査・診断 

 

1. クロモトロープ染色変法による下痢症患者便中 microsporidia

胞子の検出  

 

Microsporidia症と診断された患者凍結糞便10試料を融解して、

クロモトロープ染色変法による microsporidia 胞子の検出を試み

た。凍結患者便約0.5g を融解し、精製水10 ｍL に懸濁。ガーゼ

濾過、酢酸エチル処理後、遠心沈渣をスライドに塗布・風乾した。

次にスライドを gentian violet 液、Gram’s iodine 液にそれぞれ１

分間浸漬、脱染色液及び水で洗浄した。スライドを更にクロモト

ロープ染色液に 5 分間浸漬、90％酸アルコール、95％エチルア

ルコール及び 100％エチルアルコールで洗浄・乾燥後油浸で鏡

検した。 

全ての便試料にグラム陽性で卵形の、中央部にベルト様スト

ライプを有する胞子を認めた。凍結前の塗抹染色標本に較べ、

ガーゼ濾過、酢酸エチルによる前処理のせいか、バックグラン

ドはある程度きれいになったものの、胞子数は明らかに減少し

ていた。 

[C. Fatmah (Universiti Kebangsaan Malaysia)、N. 

Moktar (UKM)、古屋宏二] 

 

 

2. 病原性アメーバ類に関する研究  

 

1) 温水環境における Naegleria 属アメーバ実態調査 

前年度に引続き、国内温水環境におけるNaegleria属を中心と

する病原性アメーバ調査を行った。本年度は調査地域数を25に

拡大、全アメーバクローン数 3,167 に関して解析した。試料総数

1,173 に対する Naegleria 属アメーバの検出率は 14.7％であり、

非病原種の N. lovaniensis とともに、実験的ではあるが病原性を

もつN. australiensisが全国的に検出されたことが特筆される。そ

の他の病原性種としてN. italica, N. philippinensis が低い検出率で

はあるが、国内に定着していることが再確認された。なお最も病

原性の強い N. fowleri は非検出であった。 

[八木田健司、下河原理江子、小村麻子、朝倉登喜子、泉山信司、

黒木俊郎（神奈川県衛生研究所）] 

 

2） 国内アメーバ性脳髄膜炎症例に関する免疫組織学的再検

討 

これまで国内にて報告されたアメーバ性脳髄膜炎全６症例の

病理組織標本について、Naegleria fowleri ,Acanthamoeba sp. な

らびにBalamuthia mandrillarisに対する特異抗体による免疫組織

学的再検討を行った。その結果、各症例における原発性アメー

バ性脳病変の病原アメーバは明確に識別され、全６症例は N.

fowleri および Acanthamoeba sp による感染が各１例、そしてこ

れまで同定が困難であった 3 例を含む 4 例が実際には B.

mandrilla is によるものであることが判明した。B. mandrillaris 感染

に関しては、国内におけるその生息域、分布、ヒトとの接触機会

等についてほとんど解っておらず、早急な調査が必要であると

考えられた。 

[林 森太郎、高橋 均（新潟大学脳研究所病理学分野）、八木田

健司、下河原理江子]  
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3） バラムチア Balamuthia の分離培養に関する研究 

バラムチア（Balamuthia mandrillaris）は、Naegleria fowleri およ

び Acanthamoeba 属アメーバと並んで、重篤、致死性の中枢神

経感染症を引起す病原性アメーバである。世界的にはおよそ

100 例、国内でも致死的感染例の報告がある。注意すべきは、

未だにその感染源が特定されないことで、環境からの検出は国

外での数例に限られる。通常のアメーバ用大腸菌塗布寒天培

地では分離増殖不能なため、細胞系を栄養とした培養系が必要

とされる。現在、自然環境からの分離方法を確立するために、

栄養、イオン環境等の培養条件を調べており、小型原虫類を栄

養とする寒天培地培養法を確立しつつある。 

[八木田健司、泉山信司] 

 

 

3.  組織標本を用いた包虫症鑑別法の検討 

 

包虫症のおもな原因種は単包条虫と多包条虫の 2 種である。

一般的に両種は特徴的な発育像により鑑別できる。しかし、幼

虫が発育途中で自然死したり、通常とは異なる発育型（多嚢型

単包虫など）を示す組織標本では両種の鑑別が困難な場合が

ある。PAS 反応（組織化学）や抗胚層抗体を用いる免疫染色は

「包虫症」の診断には有用であるが、両種の鑑別はできない。こ

の点が組織標本のみしか保管されていない過去の症例を調べ

る上での問題であった。そこでこのような組織標本につき、PCR

法を用いることで原因虫種を鑑別する方法について検討した。

既報にもとづきプライマーを作製、試験感染動物由来の組織標

本からテンプレート DNA を調整し、12S rDNA 領域を標的部位と

した nested PCR 法を行った。その結果、多包虫から増幅がある

ことで鑑別可能なことが示唆された。本法は包虫症の原因虫種

の同定に有用な補助的方法であると考えられたので、臨床材料

に加え、研究機関・検査機関に保存されている材料を対象として

さらに検索を加える予定である。  

［森嶋康之・杉山 広・川中正憲・古屋宏二・土井陸雄（横浜市大

医学部）］ 

 

 

4. 市販エキノコックス症血清診断キットの評価 

 

北海道の多包虫症の血清検査については、これまで自家製

抗原の製造・調製が可能な二三の研究・検査機関でのみ検査が

実施されてきた。しかしながら最近、同症の患者が多いとされる

ヨーロッパからの市販キットが入手可能となり一般の臨床衛生

検査所でも検査ができる状況になってきた。そこで、最近販売さ

れた多包虫症のみならず単包虫症も診断可能とするフランス製

の高感度イムノブロットアッセイキットについて、北海道の患者

血清材料を用いた場合の感度と免疫染色パターンを調べた。こ

の結果を、北海道立衛生研究所が1987年から1993年の間に実

施した自家製抗原によって得られた結果と比較検討し，臨床検

査的評価を行った。その結果、本キットは高感度で有用な試験

法であると結論付けられた。 

[古屋宏二、川中正憲, 山野公明、佐藤直樹（北大病院）本間寛

（道衛研）] 

 

 

5. 魚介類摂食後の食物アレルギーに関与する寄生虫アニサ

キスの研究：原因虫種の検討 

 

魚介類の摂食後に発症するアレルギーは、実は魚介類に寄

生するアニサキスを真の原因とする、このような知見が 1990 年

頃から我が国で認知されるようになってきた。一方ヨーロッパで

も、魚食量の多いスペイン・イタリアで、アニサキスアレルギー

と考えられる症例が 1995 年以降多数報告されるようになってき

た。その病態は我が国の症例とは異なり、多彩でしかも重症化

するものが多い。病態の違いが、病因となる虫体の系統分類学

上の差異に起因しているのではないかと推察し、太平洋産（日

本・中国）と大西洋産（米国・スペイン）のアンコウからアニサキ

スAnisakis simplexの幼虫を得て検討を加えた。各虫体からDNA

を調整し、線虫類のリボソーム DNA・ITS2 領域をターゲットとす

るコンセンサスなプライマーで PCR 増幅して、得られた産物の

配列を解読した。その結果、増幅産物はいずれも 465bp で、配

列も相互に完全に一致することが分かった。更に詳細な解析を

行うため、現在 ITS1 領域等の解読を進めている。また最近アニ

サキスアレルゲンが精製され、アミノ酸配列・塩基配列も報告さ

れたので、これをターゲットとした解析にも取り組む予定であ

る。 

[杉山 広、森嶋康之、川中正憲] 

 

 

6. 平成１５年度・依頼血清の寄生虫抗体の検査 

 

検査は通常、酵素抗体法（DOT-ELISA）により実施した。抗原

として、線虫類６種（日本顎口虫、犬回虫成熟虫卵、アニサキス、

豚回虫、犬糸状虫、広東住血線虫）、条虫類３種（広節裂頭条虫、

マンソン孤虫、エキノコックス）、吸虫類４種（ウエステルマン肺

吸虫、宮崎肺吸虫、肝蛭、日本住血吸虫）の 13 種類を用いた。

酵素抗体法で得られた結果のみでは判断がつけがたい場合は、

上記以外の抗原も含め、ウエスタンブロット法、ゲル内沈降反応、

あるいは薄切標本を用いた酵素抗体法などをあわせて行った。

本年度は 28 検体（18 人）の検査を実施し、そのうち抗体陽性が

18 件（10 人）、陰性が 10 件（８人）であった。陽性の内訳はウエ

ステルマン又は宮崎肺吸虫：２件（２人）、有鉤嚢虫症：４件（３

人）、旋尾線虫症：６件（１人）、日本住血吸虫症：２件（2人）、ビル
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ハルツ住血吸虫症：２件（1 人）、顎口虫症：２件（1 人）であった。 

[荒川京子、杉山 広、森嶋康之、川中正憲] 

 

 

Ⅴ. その他 

 

1. 国内で分離されたネグレリア病原種の病原性確認試験 

 

国内実態調査で検出率の高かった N. australiensis は 16 株中

6 株（10 地域中6 地域）が脳内接種で致死的病原性を示した。剖

検マウスより再分離されたアメーバを用い、経鼻および皮下接

種を行ったが、異常は認められなかった。また、他の 3 株は行

動異常のみを呈する非致死的病原性を示し、感染 1 ヶ月時点で

アメーバの再分離を試みたが回収できなかった。今後はさらに

長期的な感染の影響を検討する予定である。N. philippinensis は

1 株を試験し、脳内接種で致死的病原性を確認し、剖検によりア

メーバを再分離した。N. italicaは2株について試験したが病原性

は認められなかった。 

[八木田健司、泉山信司、下河原理江子] 

 

 

2. 植物由来殺貝剤の検討 

 

1) ブタクサ由来セスキテルペンのミヤイリガイ殺滅作用 

エジプト産ブタクサ（Ambrosia maritime）には充血吸虫の中間

宿主貝である Biomphalaria alexandria や Bulinus truncates を殺

滅する作用が知られており、セスキテルペンである damsin や

ambrosin が分離精製されてそれぞれ 8.5 から 13.5ppm の濃度で

殺滅効果があることが報告されている。我々は、同種植物から

ambrosin を 精製し 、 Biomphalaria glabrata と ミ ヤ イ リ ガ イ

（Oncomelania nosophora）について殺滅効果を検討したところ、

LC50及び95％信頼限界はそれぞれ6.14 mg/L [5.04, 7.53] と4.2 

mg/L [3.5, 5.3] という結果を得た。。 

[川中正憲、荒川京子、折原裕、Sameh Abou Zid（東大・薬）] 

 

2) ブタクサ毛状根抽出物由来ポリアセチレンの殺貝活性 

エジプト産ブタクサ（Ambrosia maritime）の毛様根からの代謝

産物としてポリアセチレンである Thiarubrine A とその前駆体が

知られている。これらの代謝産物にはバクテリア、真菌、ウイル

ス、昆虫などへ殺滅効果があることが報告されているが殺貝活

性については調べられていない。そこで、Thiarubrine A の

Biomphalaria glabrata とミヤイリガイに対する殺滅効果を検討し

た。また、Thiarubrine A の前駆体である Thiarubrine A diol と

Thiarubrine A epoxide の Biomphalaria glabrata への殺滅効果に

ついても検討している。 

[川中正憲、荒川京子、折原裕、Sameh Abou Zid（東大・薬）] 

Ⅵ  症例 

 

1. 喀痰から虫卵が検出され形態と塩基配列から種同定したウ

ェステルマン肺吸虫症の 1 例 

 

持続性血痰を主訴とし、硬化性病変を右肺上葉に認めた外国

人女性の喀痰から、肺吸虫卵が検出された。虫卵の形態を精査

し、また虫卵を出発材料としてリボソームDNA・ITS2領域の塩基

配列を解読したところ、2 倍体型ウェステルマン肺吸虫と同定で

きた。排卵を認める肺吸虫症例は 3 倍体型ウェステルマン肺吸

虫を原因とすることが多く、本例は貴重な症例と考えられた。 

[杉山 広、森嶋康之、荒川京子、川中正憲、亀岡洋祐（遺伝子資

源）、鈴木雄二郎、西山秀樹（日赤和歌山医療センター呼吸器）] 
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